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台湾における社会権保障の現状と問題点

北法63（5・57）1357

　
　
　

コ
メ
ン
ト

岩　

本　

一　

郎

一　

台
湾
憲
法
と
社
会
権
規
定

　

中
華
民
国
憲
法
（
以
下
「
台
湾
憲
法
」
と
い
う
）
に
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
権
を
保
障
す
る
二
つ
の
人
権
規
定
が
あ
る
。
第
一
は
、「
人
民

の
生
存
権
、
勤
労
権
及
び
財
産
権
は
保
障
す
る
」（
一
五
条
）
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
第
二
は
、「
人
民
は
、
国
民
教
育
を
受
け
る
権
利
及
び

義
務
を
有
す
る
」（
二
一
条
）
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
生
存
権
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
二
五
条
、
勤
労
権
を
定
め
た
二
七
条
、

教
育
を
受
け
る
権
利
を
定
め
た
二
六
条
に
相
当
す
る
規
定
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
国
が
実
施
す
べ
き
「
基
本
国
策
」
に
、
社
会
権
の
保
障
に
か
か
わ
る
と
解
さ
れ
る
国
の
責
務
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
国
家
は
、
社
会
の
福
利
を
図
る
た
め
に
、
社
会
保
険
制
度
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

老
者
、
弱
者
、
身
体
障
害
者
、
生
活
無
能
力

者
及
び
非
常
災
害
を
受
け
た
人
民
に
対
し
て
、 

国
家
は
、
適
当
な
扶
助
と
救
済
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
一
五
五
条
）。
台
湾
憲
法

に
お
け
る
社
会
権
規
定
と
そ
れ
に
対
応
す
る
基
本
国
策
の
関
係
は
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
生
存
権
を
保
障
す
る
二
五
条
一
項
と
国
の
社
会
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保
障
義
務
を
定
め
た
２
項
の
関
係
と
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二　

三
つ
の
報
告
の
要
約

（
一
）
許
先
生
の
報
告

　

許
先
生
の
報
告
は
、
生
存
権
、
勤
労
権
お
よ
び
教
育
を
受
け
る
権
利
が
台
湾
に
お
い
て
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
具
体
的
に
指

摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
健
康
保
険
の
分
野
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
は
、
保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
保
険
証
カ
ー
ド
の
使
用
が
停
止

さ
れ
た
者
が
六
六
．
二
万
人
（
全
国
民
の
約
二
・
八
％
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
教
育
の
分
野
で
は
、
教
育
を
受
け
る
「
義
務
」

の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
学
校
教
育
は
、
教
育
内
容
や
教
員
人
事
を
含
め
、
国
に
よ
る
厳
し
い
管
理
統
制
に
服
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
労

働
の
分
野
で
は
、外
国
人
労
働
者
の
規
制
な
き
受
入
れ
、「
大
学
卒
業
生
実
習
政
策
」、「
労
働
者
無
給
休
暇
」
な
ど
の
国
の
労
働
政
策
に
よ
り
、

労
働
者
全
体
の
待
遇
が
低
下
す
る
一
方
で
、
労
働
組
合
の
組
織
率
は
き
わ
め
て
低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

（
二
）
黄
先
生
の
報
告

　

黄
先
生
の
報
告
は
、「
立
法
形
成
空
間
」
―
―
日
本
に
お
け
る
立
法
裁
量
―
―
に
対
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
立

法
の
分
野
を
中
心
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
黄
先
生
は
、
立
法
形
成
空
間
の
正
当
性
を
、
多
数
者
支
配
と
い
う
意
味
で
の
「
民

主
」
原
則
に
基
礎
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
憲
法
自
体
に
求
め
る
。
未
来
の
社
会
状
況
を
完
全
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
こ
に
現

れ
る
人
々
の
利
害
や
主
張
も
多
様
で
あ
り
、
常
に
対
立
と
衝
突
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
当
然
の
事
実
か
ら
、
憲
法
は
、

未
来
の
秩
序
形
成
を
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
委
ね
る
。
つ
ま
り
、
立
法
形
成
空
間
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
空
間
な
の
で
あ
る
。
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立
法
府
は
、
未
来
に
開
か
れ
た
憲
法
規
範
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
衝
突
す
る
複
数
の
基
本
権
に
可
能
な
か
ぎ
り
配
慮
し
、
基
本
権

を
最
大
限
実
現
す
る
よ
う
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
府
は
、
立
法
形
成
空
間
に
お
い
て
憲
法
の
制
約
か
ら
完
全
に
自
由
な

わ
け
で
は
な
く
、
基
本
権
に
由
来
す
る
憲
法
上
の
制
約
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
司
法
審
査
に
服
す
る
。
そ
の
際
、
司
法
審
査
は
２
つ
の
観
点

か
ら
行
わ
れ
る
。（
ａ
）
第
一
に
、
立
法
府
が
基
本
権
の
衝
突
に
十
分
に
配
慮
し
調
整
を
行
っ
た
か
否
か
。（
ｂ
）
第
二
に
、
基
本
権
を
最
大

限
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
憲
法
上
の
要
請
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
社
会
福
祉
立
法
の
分
野
で
は
、
憲
法
は
、
社
会
権
と
基
本
国
策
の

規
定
―
―
さ
ら
に
は
「
民
生
福
祉
国
原
則
」
―
―
を
通
じ
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
「
弱
者
」
の
利
益
に
十
分
配
慮
す
る
よ

う
立
法
府
に
求
め
る
。

（
三
）
周
先
生
の
報
告

　

周
先
生
の
報
告
で
は
、
生
存
権
の
保
障
は
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
「
憲
法
の
基
本
構
成
原
理
」
か
ら
の
要
請
で
あ
り
、
社
会
救
助
法
に
基

づ
く
公
的
扶
助
は
そ
の
具
体
化
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
、
人
間
は
、
人
間
で
あ
る
以
上
、
当
然
に
人
間
ら
し
い
尊
厳
の
保
障
を

国
家
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
人
間
の
尊
厳
の
保
障
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
生
存
権
に
は
、二
つ
の
側
面
が
あ
る
。（
ａ
）第
一
は
、

人
間
の
尊
厳
に
相
応
し
い
最
低
限
度
の
生
活
の
保
障
を
国
に
求
め
る「
基
本
生
存
権
」で
あ
る
。（
ｂ
）第
二
は
、最
低
限
度
の
生
活
を
超
え
て
、

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
を
国
に
求
め
る
「
快
適
生
存
権
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
側
面
も
、
国
に
対
し
て
作
為
を
求
め
る
積
極
的
権
利

で
あ
る
。

　

基
本
生
存
権
と
快
適
生
存
権
の
違
い
は
、
端
的
に
次
の
点
に
現
れ
る
。
基
本
生
存
権
は
、
保
障
内
容
で
あ
る
「
最
低
限
度
の
生
活
」
を
客

観
的
に
確
定
で
き
、
社
会
救
助
法
の
よ
う
な
立
法
が
な
く
て
も
、
そ
の
水
準
を
下
回
る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
者
は
、
国
に
対
し
て
最
低

限
度
の
生
活
保
障
を
国
に
直
接
請
求
で
き
る
。
つ
ま
り
、
基
本
生
存
権
は
、
文
字
通
り
具
体
的
権
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
快
適
生
存
権
の
保
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障
内
容
は
、
立
法
府
が
国
の
財
政
や
社
会
・
経
済
状
況
な
ど
の
諸
要
素
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
快
適
生
存
権
は
、
憲
法
上

抽
象
的
権
利
に
と
ど
ま
る
。裁
判
所
は
、快
適
生
存
権
を
い
か
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
立
法
府
の
裁
量
判
断
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

三　

社
会
権
の
権
利
観
の
転
換

（
一
）
伝
統
的
な
権
利
観

　

以
下
で
は
、
社
会
権
の
法
理
論
的
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
黄
先
生
と
周
先
生
の
報
告
に
つ
い
て
、
社
会
権
の
権
利
観
の
転
換
と
い
う
観

点
か
ら
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
る
こ
と
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
私
の
責
め
を
塞
ぎ
た
い
と
思
う
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
法
律
学
一
般
あ
る
い
は
社
会
権
理
論
に
お
い
て
支
配
的
な
伝
統
的
な
権
利
観
が
、
社
会
権
保
障
の
桎
梏
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
伝
統
的
な
権
利
観
に
従
え
ば
、
社
会
権
は
「
不
完
全
な
権
利
」
と
さ
れ
、
悪
く
す
れ
ば
、
社
会
権
の
権
利
性
そ
の

も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
伝
統
的
な
権
利
観
か
ら
の
転
換
こ
そ
が
、
社
会
権
理
論
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
報
告
者
は

考
え
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
伝
統
的
な
権
利
観
は
、
三
つ
の
権
利
理
解
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
権
利
の
財
産
権
的
理
解
、（
二
）
積
極
的

権
利
と
し
て
の
社
会
権
の
理
解
、（
ｃ
）
権
利
＝
司
法
的
執
行
可
能
性
の
理
解
の
三
つ
で
あ
る
。

（
二
）
権
利
の
財
産
権
的
理
解

　

社
会
権
保
障
に
消
極
的
な
議
論
に
お
い
て
は
、
権
利
の
典
型
と
し
て
財
産
権
を
暗
黙
裡
に
想
定
し
、
社
会
権
を
財
産
権
に
当
て
は
め
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
権
利
の
財
産
権
的
理
解
に
よ
れ
ば
、権
利
と
は
、自
己
の
「
正
当
な
持
ち
分
」
に
対
す
る
「
妥
当
な
要
求
」
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（valid claim

）
で
あ
り
、
他
人
に
対
し
て
そ
の
持
ち
分
を
侵
害
し
な
い
よ
う
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
権
利
と
は
、
義
務
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
た
利
益
と
理
解
さ
れ（

１
）る

。
権
利
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
自
他
の
「
正
当
な
持
ち
分
」
の
境
界
線
を
画
す
る
こ
と
で
あ
り
、
権
利

の
内
容
が
、
空
間
的
で
あ
れ
金
銭
的
で
あ
れ
、
定
量
的
に
確
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
生
存
権
を
国
に
請
求
で
き
る
国
民
の
「
正
当
な
持
ち

分
」
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
生
存
権
が
保
障
す
る
最
低
限
度
の
生
活
水
準
は
、
明
確
に
確
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
生
存

権
保
障
の
入
口
の
議
論
で
、
最
低
限
度
の
生
活
水
準
が
明
確
に
確
定
で
き
る
か
否
か
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

生
存
権
が
保
障
す
べ
き
最
低
限
度
の
生
活
水
準
は
、
人
間
に
値
す
る

3

3

3

3

3

3

最
低
限
度
の
生
活
水
準
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
低
限
度
の
生
活

水
準
は
、《
人
間
の
あ
る
べ
き
生
》
に
関
す
る
価
値
的
な
評
価
を
と
も
な
っ
た
基
準
で
あ
り
、
科
学
的
あ
る
い
は
客
観
的
に
定
ま
る
基
準
で

は
な
い
。
結
局
、
生
存
権
を
財
産
権
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
生
存
権
は
「
不
完
全
な
権
利
」
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
人
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
人
権
は
、
国
民
が
国
に
対
し
て
要
求
で
き
る
「
正
当
な
持
ち
分
」
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
国
の
政
治
的
決
定
を
正
当
化
し
た
り
、
国
に
よ
る
権
利
の
制
約
に
対
し
て
正
当
化
を
要
求
し
た
り
す
る
「
公
共
的
理（

２
）由

」
と
理
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
労
働
基
本
権
は
、
国
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
制
度
の
確
立
を
正
当
化
す
る
公
共
的
理
由
で
あ
り
、
教
育
を

受
け
る
権
利
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
普
通
学
級
か
ら
締
め
出
す
校
長
の
決
定
に
対
し
て
は
、
決
定
を
正
当
化
す
る
合
理
的
な
理
由
を

求
め
る
公
共
的
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
権
は
、
国
が
負
う
べ
き
義
務
を
正
当
化
す
る
公
共
的
理
由
な
の
で
あ（

３
）る

。

　

そ
し
て
、
公
共
的
理
由
と
し
て
の
人
権
は
、
そ
の
他
の
公
共
的
理
由
に
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
社
会
の
多
数
派
の
利
益
を

根
拠
と
す
る
政
治
的
決
定
に
対
す
る
「
切
り（

４
）札

」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
権
の
優
先
性
の
根
拠
は
、そ
の
保
障
の
緊
急
性
に
求
め
ら
れ
る
。

人
権
は
、
人
間
の
基
本
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
保
護
が
な
け
れ
ば
、
基
本
的
利
益
が
深
刻
な
か
た
ち
で
損
な
わ

れ
る
差
し
迫
っ
た
危
険
が
あ
る
た
め
、
国
は
、
国
民
に
対
し
て
そ
の
保
護
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ（

５
）る

。
社
会
権
に
こ
の
よ
う
な
緊
急
性

が
あ
る
な
ら
ば
、
自
由
権
と
同
じ
く
「
真
の
権
利
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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（
三
）　

積
極
的
権
利
と
し
て
の
社
会
権
の
理
解

　

社
会
権
は
、
国
の
作
為
を
求
め
る
積
極
的
権
利
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
不
作
為
を
求
め
る
自
由
権
と
は
異
な
る
権
利
で
あ
る
と
一
般
に
理

解
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
社
会
権
は
、
統
治
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
に
お
い
て
国
の
積
極
的
作
為
を
求
め
る
権
利
で
あ
る
。
生
活
に
困
窮

し
た
者
に
最
低
限
度
の
生
活
水
準
を
満
た
す
だ
け
の
生
活
保
護
費
を
給
付
す
る
た
め
に
は
、
立
法
府
が
公
的
扶
助
制
度
を
確
立
す
る
立
法
を

制
定
し
、
政
府
が
公
的
扶
助
の
支
給
額
を
定
め
た
基
準
を
設
定
し
、
行
政
機
関
が
法
律
に
従
い
申
請
者
に
生
活
保
護
費
を
支
給
す
る
決
定
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
の
処
分
が
違
法
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
処
分
を
取
り
消
し
、
行
政
機
関
に
処
分
の
や
り
直
し
を
命
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
財
政
的
な
裏
づ
け
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
自
由
権
も
ま
た
、
法
的
に
執
行
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
か
ぎ
り
、
社
会
権
と
同
じ
意
味
で
積
極
的
権
利
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な（

６
）い

。
国
民
の
生
命
や
身
体
の
安
全
を
権
利
と
し
て
保
障
す
る
た
め
に
、
立
法
府
は
、
他
人
の
生
命
や
身
体
の
安
全
を
害
す
る
行
為
を

禁
止
す
る
法
（
刑
法
）
や
、
刑
事
裁
判
の
手
続
き
を
定
め
た
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
を
制
定
す
る
。
警
察
は
、
犯
罪
を
防
止
し
取
り
締
ま
る
た

め
の
防
犯
や
捜
査
な
ど
の
職
務
を
遂
行
し
、
検
察
は
、
犯
罪
の
被
疑
者
を
取
り
調
べ
起
訴
す
る
。
裁
判
所
は
、
公
判
を
開
き
、
公
正
な
裁
判

手
続
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
国
民
の
生
命
や
身
体
の
安
全
を
保
護
す
る
た
め
の
法
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
国
は
相

当
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る
。
財
産
権
の
保
障
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
権
で
あ
れ
社
会
権
で
あ
れ
、
権
利
保
障
に
は
「
コ
ス

ト
」
が
と
も
な
う
の
で
あ（

７
）る

。

　

権
利
の
内
容
は
、対
応
す
る
国
の
義
務
の
観
点
か
ら
三
つ
に
大
別
で
き（

８
）る

。（
ａ
）国
は
、権
利
侵
害
を
避
け
る
義
務
を
負
う（
回
避
義
務
）。

（
ｂ
）
国
は
、
権
利
侵
害
か
ら
保
護
す
る
義
務
を
負
う
（
保
護
義
務
）。（
ｃ
）
国
は
、
権
利
侵
害
を
受
け
た
も
の
を
援
助
す
る
義
務
を
負
う

（
援
助
義
務
）。
一
般
に
、
回
避
義
務
よ
り
保
護
義
務
の
ほ
う
が
そ
の
履
行
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
自
由
権
に
つ
い
て
権
利
の
コ
ス
ト

が
見
え
に
く
い
の
は
、
自
由
権
の
内
容
が
国
の
回
避
義
務
と
不
可
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
社
会
権
の
内
容
が
国
の
援
助
義
務



台湾における社会権保障の現状と問題点

北法63（5・63）1363

と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
権
利
の
コ
ス
ト
が
前
面
に
現
れ
る
。
し
か
し
、
自
由
権
も
ま
た
、
第
一
次
的
で
は
な
い
が
―
―
権
利
の
本

質
は
回
避
義
務
に
あ（

９
）る

―
―
、国
の
保
護
義
務
と
援
助
義
務
と
相
関
し
て
お
り
、国
は
権
利
の
コ
ス
ト
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

社
会
権
の
積
極
的
権
利
の
側
面
を
強
調
し
て
、
そ
の
権
利
性
を
問
題
に
す
る
議
論
は
妥
当
で
は
な
い
。

（
四
）
権
利
＝
司
法
的
執
行
可
能
性
の
理
解

　

権
利
は
、
当
然
に
、
司
法
的
に
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
権
利
が
司
法
的
に
執
行
で
き
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
る
。（
ａ
）
第
一
に
、裁
判
所
の
権
利
保
障
が
裁
判
所
の
役
割
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
（
司
法
判
断
適
合
性
）。

（
ｂ
）
第
二
に
、
裁
判
所
が
権
利
救
済
を
図
る
た
め
の
手
段
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
裁
判
救
済
可
能
性
）。（
ｃ
）
第
三
に
、
権
利
の
内
容
や

権
利
侵
害
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
法
的
ル
ー
ル
が
、
裁
判
所
に
よ
る
機
械
的
な
適
用
が
可
能
な
法
規
範
で
あ
る
こ
と
（
機
械
的
適
用
可

能
性
）。
こ
の
三
つ
の
条
件
を
厳
格
に
解
す
る
な
ら
ば
、
社
会
権
は
、
司
法
的
に
は
執
行
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　

確
か
に
、
権
利
が
法
的
権
利
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
条
件
は
、
法
的
執
行
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
的
執
行
が
期
待
で
き

な
い
権
利
は
、
そ
も
そ
も
法
的
権
利
と
は
い
い
が
た
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
①
法
的
に
執
行
で
き
る
こ
と
と
、
②
司
法
的
に
執
行
で
き
る
こ

と
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
裁
判
所
の
判
断
を
前
提
と
し
た
強
制
力
の
行
使
が
な
く
て
も
、
前
述
し
た
国
の
三
つ
の
義
務
―
―
回
避
義
務
、
保

護
義
務
、
援
助
義
務
―
―
の
履
行
が
法
的
に
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
権
利
は
、
法
的
に
執
行
さ
れ
う
る
権
利
と
み
な
し
う
る
。

　

別
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
憲
法
規
範
に
は
、
司
法
的
に
執
行
で
き
る
規
範
と
そ
う
で
な
い
規
範
が
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
後
者
が

法
規
範
で
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
憲
法
に
は
、
司
法
的
に
執
行
で
き
る
領
域
と
そ
う
で
な
い
領
域
が
あ

（
（1
（

る
。
司
法
的
に
執
行
で
き
る
憲

法
の
領
域
は
、ロ
ー
ル
ズ
の
い
う
「
憲
法
の
必
要
事

（
（1
（

項
」
と
重
な
る
だ
ろ

（
（1
（

う
。
司
法
的
に
執
行
で
き
な
い
憲
法
の
領
域
―
―
「
憲
法
的
正
義
」

の
領
域
―
―
に
属
す
る
規
範
も
、
国
の
政
治
権
力
の
行
使
を
制
約
す
る
法
的
ル
ー
ル
で
あ
り
、
政
府
も
ま
た
そ
の
規
範
を
順
守
す
る
義
務
を
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黄
先
生
は
、
立
法
形
成
空
間
が
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
空
間
で
あ
り
、
立
法
府
の
裁
量
権
は
憲
法
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
正
当
に
指
摘
す
る
。
憲
法
制
定
時
に
は
十
分
に
予
測
で
き
な
い
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
を
見
定
め
て
、
そ
の
状
況
の
変
化
に
影
響

を
受
け
る
人
々
の
多
様
な
利
益
を
適
切
に
調
整
す
る
必
要
の
あ
る
領
域
に
お
い
て
、
憲
法
規
範
は
、
明
確
で
機
械
的
適
用
を
可
能
に
す
る
文

言
（「
ル
ー
ル
」
形
式
）
で
は
な
く
、
将
来
の
発
展
に
開
か
れ
た
抽
象
的
な
文
言
（「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
形
式
）
で
規
定
さ
れ

（
（1
（

る
。
そ
の
典
型

が
社
会
権
の
領
域
で
あ
る
。
本
コ
メ
ン
ト
の
言
葉
で
い
え
ば
、
社
会
権
は
性
質
上
厳
格
に
司
法
的
に
執
行
し
う
る
「
憲
法
の
必
要
事
項
」
で

は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
「
憲
法
的
正
義
」
の
領
域
に
属
す
る
。

　

現
代
の
立
憲
民
主
主
義
に
お
い
て
、
社
会
権
の
保
障
を
含
ま
な
い
憲
法
は
あ
り
え
な
い
。
立
憲
民
主
主
義
に
お
い
て
、
憲
法
が
道
徳
的
に

正
統
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
憲
法
は
、
合
理
的
で
理
性
的
な
市
民
が
全
員
一
致
で
同
意
す
る
内
容
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
、
生
存
権
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
権
を
保
障
す
る
規
定
を
ま
っ
た
く
持
た
な
い
憲
法
は
、
市
民
の
合
意
の
対
象
と
は
な
ら

憲法的正義

憲法の必要事項
司法的に執行可能

法
的
に
負
う
こ
と
に
な
る
。
人
間
の
生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
的
基
盤
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
権
利
を
別
と
す
れ
ば
、社
会
権
は
、司
法
的
執
行
の
難
し
い
権
利
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
立
法
府
や
行
政
機
関
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
点
で
は
、
社
会
権
も
法
的
に
執
行
可
能

な
権
利
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
社
会
権
が
ま
っ
た
く
司
法
的
に
執
行
で
き
な
い
権

利
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

（
（1
（

い
。

四　

報
告
へ
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト

（
一
）
黄
先
生
の
報
告
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な
い
だ
ろ
う
。

　

あ
る
事
項
を
「
憲
法
の
必
要
事
項
」
と
す
る
た
め
に
は
、（
ａ
）
第
一
に
、
原
理
の
問
題
と
し
て
、
市
民
か
ら
広
汎
な
支
持
が
え
ら
れ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、（
ｂ
）「
憲
法
の
必
要
事
項
」
が
国
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
は
、
政
治
権
力
の
行
使
の
正
統
性

を
直
接
左
右
す
る
た
め
、
実
際
上
の
問
題
と
し
て
、「
憲
法
の
必
要
事
項
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
が
容
易
に
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
適
用
の
透
明

（
（1
（

性
）。「
憲
法
の
必
要
事
項
」
の
適
用
上
の
対
立
は
、
政
治
権
力
の
正
統
性
に
つ
い
て
の
激
し
い
対
立
を
生
み
、

政
治
的
安
定
性
を
損
な
う
。
し
た
が
っ
て
、「
憲
法
の
必
要
事
項
」
は
明
確
で
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
適
用
を
可
能
に
す
る
事
項
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

し
か
し
、
社
会
権
を
「
憲
法
の
必
要
事
項
」
と
し
て
憲
法
化
す
る
の
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、
生
存
権
の
場
合
、「
人
間
に
値
す
る
最
低

限
度
の
生
活
」
は
価
値
的
な
評
価
を
と
も
な
っ
た
観
念
で
あ
る
か
ら
、「
あ
る
べ
き
人
間
の
生
」
に
関
す
る
個
人
の
倫
理
的
確
信
の
多
元
性

を
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
の
観
念
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
理
性
的
な
市
民
の
間
で
意
見
の
対
立
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会

権
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
レ
ベ
ル
で
は
市
民
か
ら
の
広
汎
な
支
持
が
え
ら
れ
て
も
、
具
体
化
の
レ
ベ
ル
で
は
か
え
っ
て
市
民
の
対
立
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
生
存
権
は
、
適
用
の
透
明
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
理
に
か
な
っ
た
対
立
」
を
生
む
と

い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
存
権
の
保
障
は
、「
憲
法
的
正
義
」
の
領
域
―
―
黄
先
生
の
言
葉
で
は
、「
立
法
形
成
空
間
」

―
―
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
具
体
化
は
立
法
府
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
黄
先
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
生
存
権
の
よ
う
な
社
会
権
が
立
法
形
成
空
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
し
て
も
、
立
法
府
は
憲
法
上
の

制
約
か
ら
完
全
に
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
権
は
、「
憲
法
的
正
義
」
の
領
域
に
あ
っ
て
も
、
政
治
的
決
定
を
正
当
化
し
た
り
制
約
し

た
り
す
る
公
共
的
理
由
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
が
な
い
。
国
が
、
政
治
的
決
定
に
お
い
て
、
公
共
的
理
由
と
し
て
の
社
会
権
を
ま
っ
た
く
考

慮
し
な
か
っ
た
り
、
他
の
公
共
的
理
由
と
の
関
係
で
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
扱
い
を
行
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
国
の
政
治
的
決
定
は
憲
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法
に
違
反
す
る
。

（
二
）
周
先
生
の
報
告

　

周
先
生
は
、
生
存
権
を
「
憲
法
の
基
本
構
成
原
理
」
で
あ
る
人
間
の
尊
厳
に
基
礎
づ
け
、
人
間
の
尊
厳
を
保
障
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
生

存
権
を
「
基
本
生
存
権
」
と
呼
び
、
そ
の
水
準
を
超
え
て
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
を
国
に
求
め
る
「
快
適
生
存
権
」
と
区
別
す
る
。

そ
し
て
、「
基
本
生
存
権
」
に
つ
い
て
は
、「
言
葉
通
り
の
意
味
の
具
体
的
権

（
（1
（

利
」
と
解
す
る
一
方
で
、「
快
適
生
存
権
」
は
、
立
法
に
よ
っ

て
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
抽
象
的
権
利
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
生
存
権
を
構
造
的
に
理
解
す
る
議
論
は
、
生
存
権
を
最
低
生
活
権
と
快
適
生
活

権
に
区
別
す
る
日
本
の
有
力

（
（1
（

説
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
説
得
的
で
あ
る
。

　

生
存
権
を
最
低
生
活
権
と
快
適
生
活
権
の
区
別
は
、
本
報
告
の
観
点
か
ら
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
区
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二
つ

の
生
存
権
は
、
憲
法
の
異
な
る
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
低
生
活
権
は
、
国
の
政
治
権
力
の
正
統
性
に

直
接
か
か
わ
る
「
憲
法
の
必
要
事
項
」
に
属
す
る
権
利
で
あ
り
、
快
適
生
活
権
は
、
社
会
経
済
的
平
等
や
配
分
的
正
義
に
か
か
わ
る
「
憲
法

的
正
義
」
に
属
す
る
権
利
で
あ
る
。
最
低
生
活
権
の
保
障
は
、
そ
れ
自
体
が
「
憲
法
の
基
本
構
成
原
理
」
の
一
部
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

　

立
憲
民
主
的
な
憲
法
の
基
礎
に
は
、す
べ
て
の
人
間
は
、平
等
な
配
慮
と
尊
重
に
値
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
理
念
（
個
人
尊
重
の
理
念
）

が
あ
る
。
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、市
民
は
、他
の
市
民
を
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
持
っ
て
扱
う
道
徳
的
な
責
務
が
あ
る
。
あ
る
人
が
、

路
上
で
苦
し
み
倒
れ
て
い
る
他
人
を
大
き
な
リ
ス
ク
や
負
担
を
負
う
こ
と
な
る
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
一
言
の
声
も
か
け
ず
に
素
通

り
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
路
上
の
人
を
平
等
な
配
慮
と
尊
重
に
値
す
る
存
在
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
平
等
な
配
慮
と
尊
重
の
原
理
を
基
礎
に
お
く
憲
法
は
、
最
低
生
活
権
の
保
障
を
「
憲
法
の
必
要
事
項
」
あ
る
い
は
「
憲
法
の
基
本
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構
成
原
理
」
と
し
て
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
原
理
の
問
題
と
し
て
は

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
立
法
府
あ
る
い
は
行
政
が
、
障
が
い
、
老
齢
、
失
業
な
ど
が
原
因
で
、
人
間
の
生
存
に
不
可
欠
な
物

質
的
な
ニ
ー
ズ
を
自
分
自
身
で
充
足
で
き
な
い
人
々
を
放
置
し
て
い
る
な
ら
ば
、
司
法
は
そ
の
法
的
救
済
を
図
る
憲
法
上
の
義
務
が
あ
る
と

い
え
る
。
国
の
政
治
権
力
の
行
使
ま
た
は
不
行
使
が
、
国
民
の
す
べ
て
が
合
理
的
か
つ
理
性
的
に
熟
慮
す
れ
ば
合
意
す
る
で
あ
ろ
う
―
―
仮

定
的
な
合
意
で
あ
る
が
―
―
憲
法
の
規
定
（
人
権
規
定
）
に
明
白
に
違
反
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
力
の
行
使
ま
た
は
不
行
使
は
道
徳

的
に
正
当
化
さ
れ
な
い
。
結
果
的
に
、
国
の
正
統
性
の
基
礎
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

（
（1
（

る
。
国
の
政
治
権
力
の
一
翼
を
担
う
司
法
に
は
、
そ

の
よ
う
な
正
統
性
の
危
機
を
回
避
す
る
道
徳
的
な
責
任

3

3

3

3

3

3

が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
憲
法
の
必
要
事
項
」
は
司
法
的
に
執
行
さ
れ
る
べ
き
事

項
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
人
間
の
生
存
に
不
可
欠
な
生
活
水
準
を
確
定
で
き
る
か
は
と
も
か
く
、
規
範
の
問
題
と
し

3

3

3

3

3

3

3

て
は

3

3

、確
定
す
る
こ
と
が
裁
判
所
に
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、最
低
生
活
権
に
つ
い
て
は
、周
先
生
が
論
ず
る
よ
う
に
、「
言

葉
ど
お
り
の
意
味
の
具
体
的
権
利
説
」が
最
も
自
然
な
解
釈
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
の
検
討
は
、私
自
身
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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